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之: ヒト前立腺癌における Metallothionein 1G 遺伝子プロモーター領域の

メチル化の検討. 日本腎泌尿器科疾患予防研究会誌 15（1）89-92, 2007 

17）内田伸恵, 森山正浩, 川口篤哉, 能谷雅文, 横川正樹, 池田 新、北垣 一, 

滋野和志, 洲村正裕, 井川幹夫, 宮原善徳: 前立腺癌ヨウ素125密封小線源

永久挿入療法の初期経験. 島根大学医学部紀要 30: 59-64, 2007 

18）Moriyama-Gonda N, Shiina H, Terashima M, Satoh K, Igawa M: Rationale and 
clinical implication of combined chemotherapy with cisplatin and oestrogen in 
prostate cancer: primary evidence based on metylation analysis of oestrogen 
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Iatrogenic hypospadias: a rare complication due to chronic placement of urethral 
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3）椎名浩昭: 外科学的治療―どんな手術があるの?―. 前立腺癌市民公開講座

「増えてきた！前立腺癌治療の選択肢」. 松江, 2007 年 3 月 

4）滋野和志: 放射線療法―新しい放射線治療法って?―. 前立腺癌市民公開講 

「増えてきた！前立腺癌治療の選択肢」. 松江, 2007 年 3 月 

5）浦上慎司: 薬物療法―化学療法ってどんな治療?―. 前立腺癌市民公開講座

「増えてきた！前立腺癌治療の選択肢」. 松江, 2007 年 3 月 

6）浦上慎司: 「ホルモン抵抗性前立腺癌に対するタキサン系抗癌剤を中心とし

た併用化学療法―より効果的な治療を目指してー」. 第 95 回日本泌尿器科学

会総会 教育セミナー13. 神戸, 2007 年 4 月 

7）榎田英樹, 椎名浩昭, 山形仁明, 浦上慎司, 加々良一朗, 西山賢龍, 井川幹

夫, 新村研二, 中川昌之: 前立腺癌の診断における Methylation Score の可能

性. 第 95 回日本泌尿器科学会総会 会長特別企画 1. 神戸, 2007 年 4 月 

8）浦上慎司, 椎名浩昭, 菊野伸之, 吉野干城, 権田信子, 日向泰樹, 和気功治, 

平岡毅郎, 中村 繁, 洲村正裕, 米田達明, 滋野和志, 井川幹夫: ホルモン

抵抗性再燃前立腺癌(HRPC)に対する Taxane 系抗癌剤、Estramustine, 

Carboplatin 併用化学療法(TEC 療法). 第 95 回日本泌尿器科学会総会 総会

特別企画 8. 神戸, 2007 年 4 月 

9）榎田英樹, 川元 健, 椎名浩昭, 浦上慎司, 森 勝久, 加々良一朗, 松元 

貢, 川上一盛, 西山賢龍, 井川幹夫, 関 直彦, 中川昌之: 膀胱癌進展に

おける遺伝子メチル化の役割. 第 95 回日本泌尿器科学会総会 シンポジウ

ム 1. 神戸, 2007 年 4 月 

10）椎名浩昭, 浦上慎司, 井川幹夫: 高齢者前立腺癌における内分泌療法. 第

95 回日本泌尿器科学会総会 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 1. 神戸, 2007 年 4 月 

11）洲村正裕, 滋野和志, 米田達明, 浦上慎司, 椎名浩昭, 井川幹夫, 吉廻 

毅, 北垣一, 内田幸司, 原 真司: 内分泌療法抵抗性前立腺癌(HRPC)に対

する DEC 化学療法の局所治療効果―Magnetic resonance spectroscopy(MRS)に
よる観察―. 第 95 回日本泌尿器科学会総会. 神戸, 2007 年 4 月 

12)井上省吾, 岡 清貴, 荒木映雄, 矢野 明, 田丁貴俊, 藤井元廣, 瀬野康

之, 林哲太郎: 腎盂尿管癌に対する腹腔鏡下腎尿管全摘除術の検討. 第 95

回日本泌尿器科学会総会. 神戸, 2007 年 4 月 

13)椎名浩昭, 井上省吾, 平岡毅郎, 洲村正裕, 浦上慎司, 井川幹夫: 最近経

験した 3例の生体腎移植. 臨床腎移植カンファレンス. 米子, 2007 年 5 月 

14)井川幹夫: 会陰式前立腺全摘除術―根治性と QOL の評価―. テレビ講演会
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「Takeda Expert TV Conference in Urology」. 東京, 2007 年 5 月 

15)井川幹夫: 会陰式前立腺全摘除術. 第 9回いわき前立腺研究会特別講演. い

わき, 2007 年 5 月 

16)Ribeiro-Filho LA, Mitre AI, Sarkis AS, Guimaraes PEM, Lucon AM, Arap MA, 
Shiina H, Igawa M, Dahiya R, Tanagho EA, McAninch JW, Srougi M: Cadaveric 
organ-specific acellular matrix for urethral reconstruction in humans. The 102nd 
American Urological Association. Anaheim, May 19 - May 24, 2007 

17)Urakami S, Shiina H, Enokida H, Hirata H, Kawamoto K, Kikuno N, Igawa M, 
Dahiya R: Wnt-antagonist family genes as biomarkers for diagnosis, staging and 
prognosis of renal cell carcinoma using tumor and serum DNA. The 102nd American 
Urological Association. Anaheim, May 19 - May 24, 2007 

18)Kikuno N, Kawamoto K, Hirata H, Vejdani K, Shiina H, Urakami S, Igawa M, 
Tanagho EA, Dahiya R: Nerve growthfactor (NGF) combined with vascular 
endothelial growth factor (VEGF) can enhance angiogenesis, neurogenesis, and 
muscular regeneration accompanied with functional activity of the bladder 
augmented with acellular matrix graft. The 102nd American Urological Association. 
Anaheim, May 19 - May 24, 2007 

19)Urakami S, Shiina H, Enokida H, Kawamoto K, Hirata H, Kikuno N, Igawa M, 
Dahiya R: Combination analysis of hypermethylated wnt-antagonist family genes as 
a novel epigenetic biomarker panel for bladder cancer detection. The 102nd 
American Urological Association. Anaheim, May 19 - May 24, 2007 

20)椎名浩昭, 井上省吾, 和気功治, 平岡毅郎, 八木 宏, 本田 聡, 浦上慎

司, 井川幹夫: ドセタキセルとサリドマイド併用化学療法が有効であったド

セタキセル抵抗性再燃性前立腺癌の 3 例. 第 105 回日本泌尿器科学会山陰地

方会. 米子, 2007 年 6 月 

21)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 八木 宏, 本田 聡, 浦上慎

司, 椎名浩昭, 井川幹夫: Iatrogenic hypospadias の 1例. 第 105 回日本泌尿器

科学会山陰地方会. 米子, 2007 年 6 月  

22)平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 八木 宏, 本田 聡, 浦上慎

司, 椎名浩昭, 井川幹夫: 両側腎癌術後 IFN 療法中に発生したサルコイ

ドーシスの 1例. 第 105 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 米子, 2007 年 6月 

23)Igawa M, Inoue S, Urakami S, Shiina H: Extended radical perineal prostatectomy. 
International College of Surgeons ⅩⅦ th Joint Congress of Asia & Pacific 
Federation 53rd Annual Congress of the Japan Section.  Kyoto(Japan), June 10-12,  
2007 

24)井川幹夫: HRPC に対するタキサン系抗がん剤を中心とした化学療法. 日本
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泌尿器科学会甲信越合同学術大会イブニングセミナー特別講演. 湯沢町（新

潟県）,2007 年 6 月 

25)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 八木 宏, 本田 聡, 浦上慎

司, 椎名浩昭, 井川幹夫: 根治的会陰式前立腺摘除術（RPP）の病理学的検

討-RPP と extended RPP の比較. 第 9 回島根前立腺疾患研究会. 浜田, 2007

年 6 月 

26)洲村正裕: PSA と地域連携. 出雲医師会学術講演会. 出雲, 2007 年 6 月 

井川幹夫: 前立腺癌と膀胱癌の化学療法. 第 14 回福井泌尿器科フォーラム

特別講演. 福井, 2007 年 7 月 

椎名浩昭: 前立腺癌の治療戦略. 第２回九州・中国 Prostate Cancer Work 

Shop パネルデイスカション. 福岡, 2007 年 8 月 

27)浦上慎司: 前立腺癌の診断と治療―最近の話題―. 第１回薬剤師のための

オンコロジーセミナー. 出雲, 2007 年 8 月 

28)Sumura M, Shigeno K, Honda S, Urakami S, Shiina H, Igawa M: Evaluation of 
prostate cancer with real-time tissue elastography based on step-section pathologic 
analysis after radical prostatectomy. The 29th Congress of the Société International 
d’Urologie. Paris, September 2-6, 2007 

29)Shiina H, Urakami S, Inoue S, Hiraoka T, Sumura M,  Igawa M: Retrospective 
analysis of the distance between neurovascular bundle and prostate cancer foci in 
radical prostatectomy specimen-clinical implication of nerve-sparing surgery. The 
29th Congress of the Société International d’Urologie. Paris, September 2-6, 2007 

30)本田 聡: 内科医と泌尿器科疾患. 三日月会講演会. 出雲,  2007 年 9 月 

31)浦上慎司: いっしょに考えましょう がん医療. 第２回がんに関する市民

公開講座. 出雲, 2007 年 9 月 

32)本田 聡, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 洲村正裕, 浦上慎司, 滋野和

志, 椎名浩昭, 井川幹夫: 前立腺の saturation biopsy の臨床的意義. 第 59

回日本泌尿器科学会西日本総会. 松山, 2007 年 11 月 

33)洲村正裕, 滋野和志, 井上省吾, 和気功治, 平岡毅郎, 本田 聡, 浦上慎

司, 椎名浩昭, 井川幹夫: 前立腺癌検出における Real-time tissue 

elastography(RTE) 42)併用前立腺針生検の有用性. 第 59 回日本泌尿器科学

会西日本総会. 松山, 2007 年 11 月 

34)和気功治, 平岡毅郎, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 滋野和

志, 椎名浩昭, 井川幹夫: 当院における限局性前立腺癌に対する密封小線

源永久挿入療法後の QOL について. 第 59 回日本泌尿器科学会西日本総会. 

松山, 2007 年 11 月 

35)平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩
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昭, 井川幹夫: 前立腺肥大症に対するボツリヌス毒素 A(ボトックス R)前立

腺内注入療法の臨床的検討. 第 59 回日本泌尿器科学会西日本総会. 松山, 

2007 年 11 月 

36)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭 , 井川幹夫 : Impact of novel, extended approach of radical perineal 
prostatectomy on surgical margin in localized prostate cancer. 第 59 回日本泌尿器

科学会西日本総会. 松山, 2007 年 11 月 

37)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 前立腺癌における ICG(インドシアニングリーン)蛍光測定

によるセンチネルリンパ節同定の試み. 第 59 回日本泌尿器科学会西日本総

会. 松山, 2007 年 11 月 

38)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 両側巨大陰嚢水腫の 1例. 第 106 回日本泌尿器科学会山陰地

方会. 出雲, 2007 年 12 月 

39)洲村正裕, 滋野和志, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 本田 聡, 浦上慎

司 , 椎 名 浩 昭 , 井 川 幹 夫 , 吉 廻  毅 , 北 垣  一 , 原  真 司 : 

Diffusion-weighted image(DWI) による前立腺癌検出―b 値の影響について

ー. 第 106 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 出雲, 2007 年 12 月 

40)平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 持続陰茎勃起症が発見の契機になった前立腺・陰茎悪性リ

ンパ腫の 1例. 第 106 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 出雲, 2007 年 12 月 

41)本田 聡, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 洲村正裕, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 骨盤臓器脱に対する TVM(Tension-free Vaginal Mesh) 手術

の経験. 第 106 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 出雲, 2007 年 12 月 

42)椎名浩昭, 井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎

司, 井川幹夫: ドナー腎静脈の再建に人工血管を用いた血液不適合腎移植

後に生じた S状結腸穿孔の 1例. 第 106 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 出

雲, 2007 年 12 月 

43)浦上慎司, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 菊野伸之, 吉野干城, 洲村正

裕, 本田 聡, 椎名浩昭, 井川幹夫: ホルモン抵抗性前立腺癌(HRPC)に対

するタキサン系抗癌剤(T){パクリタキセル(P)およびドセタキセル(D)}、リ

ン酸エストラムスチン(E), カルボプラチン(C)併用療法(TEC 療法/PEC およ

び DEC)-PEC 療法と DEC 療法の比較（後ろ向き検討）－. 第 23 回前立腺シン

ポジウム. 東京, 2007 年 12 月 

44)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 膀胱浸潤を伴う外陰部 Paget 病の 1例. 第 138 回日本泌尿器
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科学会広島地方会. 広島, 2007 年 12 月 

45)椎名浩昭: 血液浄化治療部の役割：透析と腎移植. 平成 19 年度第 8 回医療

安全のための研修会. 島根大学, 2008 年 1 月 

46)井上省吾: 2前立腺全摘除術後の排尿機能. 第 4回中国四国排尿障害研究会. 

岡山, 2008 年 2 月 

47)洲村正裕, 滋野和志, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 本田 聡, 浦上慎

司, 椎名浩昭, 井川幹夫: Real-time tissue elastography (RTE) ガイド下

前立腺針生検による前立腺癌検出の可能性について. 第 16 回中国四国前立

腺疾患研究会. 岡山, 2008 年 2 月 

48)Urakami S, Shiina H, Enokida H, Nakagawa M, Fukui I, Igawa M: Wnt –antagonist 
family genes as biomarkers for diagnosis, ataging and prognosis of renal cell 
carcinoma using tumor and serum DNA. 第 96 回日本泌尿器科学会総会ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

1-1. 横浜, 2008 年 4 月 

49)平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 前立腺肥大症に対するボツリヌス毒素 A（ボトックス○R ）前

立腺内注入療法の臨床的検討. 第 96 回日本泌尿器科学会総会. 横浜, 2008

年 4 月 

50)洲村正裕, 滋野和志, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 本田 聡, 浦上慎

司, 椎名浩昭, 井川幹夫: Real-time tissue elastography (RTE) 併用前立腺針生

検の前立腺癌検出における有用性. 第 96 回日本泌尿器科学会総会. 横浜, 

2008 年 4 月 

51)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 前立腺癌における ICG（インドシアニングリーン）蛍光測定

によるセンチネルリンパ節同定の試み. 第 96 回日本泌尿器科学会総会. 横

浜, 2008 年 4 月 

52)浦上慎司, 菊野伸之,平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 本田 聡, 洲村正裕, 

椎名浩昭, 井川幹夫: ホルモン抵抗性前立腺癌(HRPC) に対するタキサン系

抗癌剤(T),リン酸エストラムスチン(E), カルボプラチン（C）, {TEC} 療法

―パクリタキセルかドセタキセルか？―. 第 96回日本泌尿器科学会総会. 横

浜, 2008 年 4 月 

53)井上省吾, 平岡毅郎, 和気功治, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 前立腺全摘除術後の QOL の縦断的検討―術後5年間の検討―. 

第 96 回日本泌尿器科学会総会. 横浜, 2008 年 4 月 

54）荒井陽一, 井川幹夫, 高橋 悟, 武井実根雄, 野々村克也, 馬場志郎, 羽

渕友則, 松田公志, 中川晴夫, 海法康裕: 人工括約筋 (AMS800) 埋め込み手

術に関する実態調査. 第 96 回日本泌尿器科学会総会. 横浜, 2008 年 4 月 
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55）和気功治, 平岡毅郎, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 聡, 浦上慎司, 滋野和

志, 椎名浩昭, 井川幹夫: 当院での限局性前立腺癌に対する密封小線源療法

後の QOL 評価. 第 96 回日本泌尿器科学会総会. 横浜, 2008 年 4 月 

55）本田 聡, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 洲村正裕, 浦上慎司, 椎名浩

昭, 井川幹夫: 泌尿器科地域連携クリテイカルパスの検討. 第 96回日本泌尿

器科学会総会. 横浜, 2008 年 4 月 

56）Ribeiro-Filho LA, Mitre AI, Arap MA, Sarkis AS, Guimaraes PEM, Lucon AM,  
Shiina H, Igawa M, Dahiya R, McAninch JW, Tanagho EA, Srougi M,: Urethral 
reconstruction outcomes cadaveric organ-specific acellular matrix in humans. The 
103rd American Urological Association. Orlando, May 17– May 22, 2008 

57）Kikuno N, Shiina H, Urakami S, Kawamoto K, Hirata H, Tanaka Y, Place RF, 
Pookot D, Majid S, Igawa M, Dahiya R: Knockdown of astrocyte elevated gene-1 
inhibits prostate cancer progression through up-regulation of foxo3a activity. The 
103rd American Urological Association. Orlando, May 17– May 22, 2008 

58）Kikuno N, Shiina H, Urakami S, Kawamoto K, Hirata H, Tanaka Y, Majid S, Igawa 
M, Dahiya R: Genistein mediated histone acetylation and demethylation activate 
tumor suppressor genes in prostate cancer. The 103rd American Urological 
Association. Orlando, May 17– May 22, 2008 

59）Inoue S, Shiina H, Hiraoka T,  Wake K, Sumura M, Honda S,  Urakami S, Igawa 
M: A novel concept of sentinel lymph node in clinically localized prostate cancer by 
fluorescence navigation after intraoperative indocyanine green injection into prostate. 
The 103rd American Urological Association. Orlando, May 17– May 22, 2008 

60）Shiina H, Hiraoka T, Inoue S, Sumura M, Urakami S, Ribeiro-Filho LA, Srougi M, 
Igawa M, Dahiya R, Tanagho EA: Simultaneous bilateral ureteral implantation onto 
bladder acellular matrix graft for augmentation cystoplasty in a porcine model. The 
103rd American Urological Association. Orlando, May 17– May 22, 2008 

61）Wake K, Hatta T, Hashimoto R, Udagawa J, Shiina H, Igawa M, Otani H: Evidence 
of The convergent extension contributing to the morphogenesis of the developing 
ureter during embryonal stage. The 103rd American Urological Association. Orlando, 
May 17– May 22, 2008 

62）Ribeiro-Filho LA, Guimaraes PEM, Sarkis AS, Leite KR, Dall’Oglio MF, Shiina H, 
Igawa M, Costa MCR, Neto ED, Dahiya R, Srougi M:  Single-nucleotide 
polymorphism of ninjurin gene is associated with higher risk for human bladder 
cancer progression. The 103rd American Urological Association. Orlando, May 17– 
May 22, 2008 

63）Inoue S, Shiina H, Hiraoka T, Wake K, Sumura M, Honda S, Urakami S, Igawa M: 
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Impact of a novel, extended approach of radical perineal prostatectomy on surgical 
margin in localized prostate cancer. The 103rd American Urological Association. 
Orlando, May 17– May 22, 2008 

64)Hiraoka T, Shiina H, Inoue S, Sumura M, Urakami S, Honda S, Wake K, Igawa M: 
Validation of subjective benefit after intraprostatic botulinus toxin a injection in 
patients with prostatic hypertrophy- an evidence by real-time tissue elastography. 
The 103rd American Urological Association. Orlando, May 17– May 22, 2008 

65)Shiina H, Hiraoka T, Inoue S, Wake K, Sumura M, Urakami S, Honda S, Igawa M: 
PSA half-life determined by postoperative PSA values on days 7 and 14 predicts 
PSA failure after radical prostatectomy. The 103rd American Urological Association. 
Orlando, May 17– May 22, 2008 

66)三井要造, 有地直子, 平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 

聡, 椎名浩昭, 井川幹夫, 島 博基: 術中迅速病理診断にて精巣を温存し

得た adenomatoid tumor の 1 例. 第 107 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 米

子, 2008 年 6 月 

67)三井要造, 有地直子, 平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 

聡, 椎名浩昭, 井川幹夫: 骨組織を含有した副腎骨髄脂肪腫の 1 例. 第 107

回日本泌尿器科学会山陰地方会. 米子, 2008 年 6 月 

68)有地直子, 三井要造, 平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田 

聡, 椎名浩昭, 井川幹夫, 市川靖二: 移植後発症した  pneumocystis 
peunomia(PCP). 第 107 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 米子, 2008 年 6 月 

69)本田 聡, 有地直子, 三井要造, 平岡毅郎, 井上省吾, 和気功治, 洲村正

裕, 椎名浩昭, 井川幹夫: ゲムシタビン・カルボプラチン併用化学療法が

奏功した後腹膜未分化腫瘍の 1 例. 第 107 回日本泌尿器科学会山陰地方会. 

米子, 2008 年 6 月 

70)本田 聡: 限局性前立腺癌の Case Study. 第７回中国地区前立腺癌臨床課題

研究会パネリスト. 広島, 2008 年 6 月 

71)三井要造, 有地直子, 椎名浩昭, 井川幹夫, 野島道生, 山本新吾, 島 博基, 

前川講平, 前 寛, 谷澤隆邦: Reversible posterior leukoencephalopathy 
syndrome (RPLS) と考えられた生体腎移植後急性脳症の１女児例. 第 53 回

日本透析医学会学術総会. 神戸, 2008 年 6 月 

72)有地直子, 三井要造, 平岡毅郎, 和気功治, 井上省吾, 洲村正裕, 本田聡, 

椎名浩昭, 井川幹夫: Real-time tissue slastography(RTE) と diffusion-weghted 
image(DWI)による前立腺癌の評価―前立腺全摘標本を用いた検討―. 第 10

回島根前立腺疾患研究会. 出雲, 2008 年 6 月 

73)有地直子, 小林泰之, 加藤大悟, 岸川英史, 西村憲二, 椎名浩昭, 井川幹
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夫: 腎移植後結節性硬化症と診断された 1例. 第２４回腎移植・血管外科研

究会. 神戸, 2008 年７月 

74)井上省吾活動膀胱の病態と治療法について～腹部エコーによる残尿測定の

意義～. 残尿測定講演会. 奥出雲町（島根県）, 2008 年 7 月 

75）Arichi N, Kishikawa H, Mitsui Y, Kato T, Nishimura K, Tachikawa R, Tomii K, 
Shiina H, Igawa M, Ichikawa Y: Cluster outbreak of pneumocystis pneumonia 
(PCP) among kidney transplant patients within a single center. The 22nd 
International Congress of The Transplantation Society. Sydney, 2008年 8月 

76)三井要造, 有地直子, 上田康生, 鈴木 透, 樋口喜英, 前川講平, 前  

寛, 野島道生, 山本新吾, 椎名浩昭, 井川幹夫, 島 博基, 谷澤隆邦: 生

体腎移植後 reversible posterior leukoencephalopathy syndrome (RPLS) を来し

た 1女児例.  第 10 回関西小児腎不全・移植研究会. 大阪, 2008 年 8 月 

77)本田 聡: いっしょに考えましょうー がん医療. 第 3 回がんに関する市民

公開講座. 出雲, 2008 年 9 月 

78)洲村正裕: 早期前立腺癌の治療戦略 (放射線療法―パネリスト).第 3 回九

州・中国 Prostate Cancer  Workshop. 福岡, 2008 年 9 月 

79)井上省吾: 前立腺がんセンチネルと術中腎臓がん造影. 第 1 回 ICG 蛍光 

Navigation Surgery セミナー. 東京, 2008 年 10 月 

80)井川幹夫: ホルモン抵抗性前立腺がんに対するタキサン系抗癌剤を中心と

した併用療法. 第 3 回七隈前立腺フォーラム特別講演. 福岡, 2008 年 10 月 

81)和気功治, 浦上慎司, 有地直子, 三井要造, 平岡毅郎, 井上省吾, 洲村正

裕, 本田 聡, 滋野和志, 椎名浩昭, 井川幹夫: 内分泌療法抵抗性前立腺

癌（ＨＲＰＣ）に対する Docetaxel(DOC), Estramustine phosphate(EMP), 
Carboplatin(CBDCA), Zoledronic Acid, (DECZ) 化学療法の経験. 第 60 回日本
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